
第46回　全日本社会人
フィールドアーチェリー選手権大会

2025年  9月27日㈯～28日㈰
岩手県八幡平市　いこいの村岩手　特設コース

主　催　　公益社団法人 全日本アーチェリー連盟
主　管　　岩手県アーチェリー協会
後　援　　岩手県　　岩手県教育委員会
　　　　　公益社団法人 岩手県スポーツ協会
　　　　　八幡平市　　八幡平市教育委員会
　　　　　一般社団法人 八幡平市体育協会
　　　　　岩手日報社
　　　　　IBC岩手放送
協　賛　　いこいの村岩手温泉ホテル

東日本大震災鎮魂作品（2012年　岩手芸術祭現代美術部門　入選）
タイトル「希望へのリリース」

多くの矢は大震災で被災された方の人生の挫折を表してます。　
真中の新しい目標（金的）に向けて人生を進んでほしいを表現してます!
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第 4６回全日本社会人フィールドアーチェリー選手権大会が、岩手県八幡平市

いこいの村岩手特設コースにおいて開催されますことをお慶び申し上げます。 

自然豊かな山の中や草原など自然の地形を生かして作られているコースを利用

して開催されるフィールド競技を十分に満喫して最後の一射まで諦めることな

くプレーしていただきたいと思います。 

いこいの村岩手周辺には、「ターゲット競技」「フィールド競技」「インドア競技」

の開催できる施設もあり、加えて国内初の「車椅子フィールドコース」や「３D ア

ニマル」や、岩手県発祥の「ノルディックウォーク」公認コースもございます。競技

力だけでなく、森林浴セラピーや健康増進にも素晴らしい施設となっております。 

出場されるアーチャーそれぞれが自分の目標に向かって最高のパフォーマンス

が発揮していただくとともに、スポーツを「する」「育てる」「みる」「ささえる」「つ

ながる」アーチェリー競技を通じて楽しみ共感しあえることにより、スポーツの価

値をさらに高めて頂きたけると幸いです。 

最後に、大会の開催にあたり夏の酷暑の中フィールドコース設営準備、草刈り

等多大なご尽力をいただきました、岩手県はじめ関係各所の皆様方に深く感謝

を申し上げ、大会の成功を祈念いたしましてご挨拶といたします。 
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雄大な岩手山のすそ野に広がるここ八幡平市いこいの村いわて温泉ホテルの周辺特設コース

において、全国各地から選抜された選手、役員の皆様をお迎えし、第４６回全日本社会人フィー

ルドアーチェリー選手権大会が開催されますことを心から歓迎いたします。

今大会は今年度の会場予定地が開催出来ないとのことで急遽、代替会場地として開催するこ

とになりました。

じつは、２０１１年５月、この会場地で全日本フィールドアーチェリー選手権大会の予定で

した。ところが、皆さまご存じの３月１１日東日本大震災が起こり、いこいの村いわてが避難

所に使用することになりました。

２か月後の開催で準備が整っていたので、途方にくれました。しかし全日本アーチェリー連

盟はじめ多くの方のご協力で京都連盟が快く引き受けて頂きました。そんな経過やスタッフの

高齢化もあり大変と思いましたが開催することになりました。

今年は異常な暑さでコースの草の成長が早いのと平均年齢７０歳以上のスタッフでの草刈

り、設置作業は熱中症等の危機管理を考慮して短時間作業を繰り返しで作業回数も多くなりま

した。全日本フィールドは今大会で７回目ですが一番大変でした。地方アーチェリー団体の高

齢化の現実を知る良い経験になりました。

フィールドアーチェリーはアーチェリーの原点でありますが年々減少し、残るは数か所と聞

いています。

岩手は８割が森林です。自然の癒し効果を生かせる多様な競技形態で森のスポーツとして

楽しんでいます。２０年前からノルディックウォーキングクラブとのコラボで開発したノル

ディックウォーキングアーチェリーの普及も一つの例です。

岩手山を望む広々とした大自然の中でトップ選手のハイレベルな競技が展開されることをご

期待したいと思います。

一昨年、ニューヨークポスト紙が今年、行きたい場所にロンドンの次は盛岡市、でした。雄

大な八幡平等、多様な岩手路を楽しんでいただければ幸いです。

終わりに、本大会開催にあたり、ご尽力賜りました（公社）全日本アーチェリー連盟、会場

提供のいこいの村いわて温泉ホテル様はじめ関係各位に対し深く感謝の意を捧げますととも

に、本大会の成功をご祈念し歓迎のことばといたします。

歓迎のことば

岩手県アーチェリー協会
会長　鈴　木　俊　一

− 2−





 

【スローガン】  

【ビジョン】 
アーチェリーを通して、健康的で明るく、心豊かな生活を創造します。 

 

【目 的】 
アーチェリーに関わる世界中の人々が、信頼と尊重で結ばれることが、私たちの真のターゲットです。 

 

【めざす姿】 
選手、役員、アーチェリーに関わるすべての人が、お互いを思いやり、世代を超えて連繋しあう、明る

いアーチェリー界。 

 

【新しい体制による取り組み】 
多様性を重んじ、他者を尊重し、互いを認め合いながら、新しいことにチャレンジし、広く愛されるア

ーチェリー界を創造する。 

 

【行動指針】 
私たちは3つの 「Ｆ」 に基づいて行動します。 

★Ｆａｉｒｐｌａｙ 

 互いを尊重し、公正かつ誠実に行動します。 

★Ｆｒｉｅｎｄｓｈｉｐ 

 老若男女・ハンディキャップ・国境の壁を超えて、仲間を増やします。 

★Ｆｉｇｈｔｉｎｇ ｓｐｉｒｉｔ 

 目標に向け、日々の研鑽を惜しまず、自己を成長させます。 

 

【選手の心構え】 
礼儀を尊び規律を遵守し、参加者との友好親善に努める。（JOC日本選手団編成方針からの抜粋） 

 

オリンピック憲章の根本原則（抜粋） 
オリンピズムの目的は、 人間の尊厳の保持に重きを置く平和な社会の推進を目指すた

めに、 人類の調和のとれた発展にスポーツを役立てることである。 

スポーツをすることは人権の 1 つである。 すべての個人はいかなる種類の差別も受

けること なく、オリンピック精神に基づき、スポーツをする機会を与えられなければな

らない。 オリンピック精神においては友情、 連帯、 フェアプレーの精神とともに相互

理解が求められる。 
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【環境宣言 スローガン】 

「来たときよりもきれいに！」 
１． 私たちはアーチェリーを楽しみ、豊かな未来のために地球環境をより良くするよう行動します。 

２． みんなでスポーツの未来を考え、みんなで今の環境を大切にしよう。 

３． エネルギー・資源の節減、ごみの分別、リユースできることを考えよう。 

４． 人・水・空気・土の大切さを考え、環境活動をみんなと協力して実践しよう。 

５． 環境を考え、模範となり、継続的な活動を実践しよう。 

６． アスリートが良い環境で競技できるようにしよう。 

７． ルールとマナーを順守しアーチェリーを安全に楽しみ環境に貢献しよう。 
 

【安全宣言】 
１． 私たちは、たとえ矢をセットしていなくても、決して弓を人に向けません。これがアーチェリー最
大のマナー常識です。 

２． 私たちは、アーチェリーに真剣に取り組みます。 

３． 私たちは、ルールを守ります。 

４． 私たちは、アーチェリーを自己責任のスポーツであることを理解します。 

５． 私たちは、事故撲滅のため、「安全マナー」「事故防止に向けて」などの基本を守って事故ゼロを
宣言します。 

６． 私たちは、指導者・管理者の注意を守ります。 

７． 指導者は、先ず安全教育から始めます。 

８． 指導者は、技術と共に、心豊かな人材育成を心がけます。 

９． 私たちは、相手を誠実に思いやり、尊敬し、真剣に競技して、良いアスリート・心豊かな人になる
ことを宣言します。 

 

 

 

 

支援ステーション・ホットライン（相談・通報窓口）を設置しています 

公益社団法人 全日本アーチェリー連盟（以下「本連盟」という）は、公益通報者保護法に基づき、

内部通報の受付等に対応するため、外に「通報受付窓口」を設置し、内部通報の取り扱いに関す

る体制を整備しています。 

※ 詳細は連盟ホームページ「内部通報制度運用規程」より確認ください。 

公益社団法人 全日本アーチェリー連盟ホームページ  https://www.archery.or.jp 
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大 会 会 長 世 耕 弘 成

大 会 副 会 長 上 月 良 祐 松丸 喜一郎

大 会 顧 問 飯 塚 十 朗 久 保 允 誉 末 田 実 島 田 晴 男 宮 﨑 利 帳

穂苅 美奈子

大 会 委 員 長 田 中 伸 周

大会副委員長 砂 盛 京 子 小 澤 純 史 河 合 徳 之 小 杉 理 加

大 会 委 員 渓 充 樋 口 彰 紀 髙 坂 幸 美 髙 山 樹 里 小 高 映 基

菅 原 正 幸 篠 原 正 俊 内 間 春 野 桜木 由美子 野 崎 剛

坂田 百合子 武 井 揺 子 竹 田 映 山ノ内 祥訓 大 倉 有 子

山 首 一 恵 樋 口 弘 恵 千代丸 雄晴

上 訴 委 員 長 田 中 伸 周

上 訴 委 員 高 橋 克 宏

競 技 委 員 長 小 杉 理 加

競技副委員長 横井 日出昭

総 務 委 員 長 佐々木 君夫

総務副委員長 菊 次 幸 吉

総 務 委 員 小 西 征 史 村 田 好 應 長 澤 洋 橋 本 正 成 照井 あつ子

川 村 昇 子 内藤　佐知子

審 判 長 篠 原 正 俊

副 審 判 長 坂田 百合子

主 任 審 判 菅 原 正 幸

審 判 員 有 本 栄 子 園 田 孝 史 伊 藤 桂 子 藤 島 幸 生 牧 伸 樹

阿 部 信 幸 高 橋 孝 司 小 山 裕 康 室 山 明 一

記 録 委 員 長 堀 浩 一 郎

記 録 係 加 藤 理 恵

会 場 管 理 長 松 尾 聡

会 場 係 福 眞 広 大 金 澤 武 治 佐々木 陽平 平 野 三 一 工 藤 靖 美

高 橋 俊 二 菊 池 秀 功

給 水 長 滝 村 忠 信

給 水 係 家中 千鶴子 工 藤 友 子

救 護 係 橋 場 友 幹

補 助 員 岩手大学アーチェリー部

　大　　会　　役　　員

上　訴　委　員　会

　競　　技　　役　　員
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 9月27日(土) ～ 受付・用具検査・公式練習

～ 開会式(選手は競技者番号順に整列)

選手集合（コースへ誘導開始）

～ 予選ラウンド(前半)

終了予定

 9月28日(日) 　8：00 練習会場オープン

　８：45 選手集合（コースへ誘導開始）

～ 予選ラウンド(後半)

終了予定

成績発表・表彰

※　運営の都合上、進行時間が変更になる場合があります。

ベアボウ 女子 １位 ベアボウ 男子 １～３位

リカーブ 女子 １～３位 リカーブ 男子 １～３位

コンパウンド女子 １位 コンパウンド男子 １～３位

１．開　式　通　告 １．開　式　通　告

２．開　会　の　挨　拶 ２．成　績　発　表

３．競　技　上　の　注　意 ３．表　彰

4．閉　式 ４．閉　会　の　挨　拶

５．閉　式

競　技　日　程

表　　彰

開　会　式 閉　会　式

11：00 12：30

12：45 13：00

13：15

13：00

16：30

　9：00

12：00

12：15
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競技上の注意 

 

1. 競技は全日本アーチェリー連盟競技規則（2024～2025年版）により実施する。  

2. 欠場者が出て１グループ３名を下回った場合、グループ編成を変更する場合がある。 

3. 用具検査について 

(１) 用具検査は、指定された時間と場所で検査を受けること。 また、競技中も用具検査の対象となる。 

(２) 全日本アーチェリー連盟会員証、スターバッチの確認を行う。 

4. 練習は、所定の会場にて定められた時間内で行うことができる。 

5. グループ内で役割を決める。  

原則としてグループ内で最も低い競技者番号の競技者（Ａ）がグループリーダーとなり、そのグルー

プを統率する。 ２番目（Ｂ）、３番目（Ｃ）に低い競技者番号の競技者が得点記録員となり、４番目の

競技者（Ｄ）が的中孔に印を付ける。 また、３名の競技者ではグループリーダーが的中孔に印を付

ける。（但し、絶対に自分で自分自身のスコアーをシートに記入しない事）的中孔のすべてに印を付

け終わるまで、そのグループの競技者は的前を離れてはいけない。 

6. 競技者がそのグループまたは他のグループに対して不当な遅れを生じさせたとき、審判員はスコア
カード上に第１回目の警告を記入し、そのラウンドの残りの競技時間中、時間を計測する。  

この場合、1標的の制限時間は３分とし、行射可能になるとすぐに計測を開始する。  

上記の過程後、制限時間を超えた競技者を認めた場合は、スコアカードに審判員が第２回目の警告

を与えた時刻と署名をする。その競技のステージ中に第３回目及びそれ以降のすべての警告に対し

その標的の最高点を削除するので注意すること。    

7. コース上のシューティングペグ手前の番号板は待機場所を兼ねる。  

行射を行う選手以外がシューティングペグに入ることを禁止する。その標的での行射を終えた選手

は、次に行射を行う選手の邪魔にならない位置まで下がって行射の終了を待つこと。  

8. 用具の故障の場合には行射の順番を一時的に変更することができる。但し、どのような場合にも、
故障した用具の修理交換は 10分以上かけてはならない。     

9. スタート標的が、A-1～12(的番号№1～12)の場合、A-12(的番号№１２)の次はA-1(的番号№１)

へ進む。 

B-1～12(的番号№１3～24)の場合、B-12(的番号№24)の次は、B-1(的番号 13)へ進む。 

10. 記録について 

（１）イアンセオシステムにて得点の記録集計、速報管理を行う。 

（２）端末とスコアカードの配布、収受は競技役員の指示に従うこと。 

11. 選手はスタート時刻には、式典会場に集合をしてから、各担当の審判員の案内でコースに移動する
こと。終了時間を守るため、迅速な競技進行にご協力願います。  

12. 競技中の負傷事故などは自己責任となる。負傷した場合は、速やかに本部まで届けること。軽度な
怪我については本部にて応急処置をします。      

13. コース内での携帯電話の利用は、SNS による競技普及のための情報発信に限り使用を認める。た

だし、コースや距離等に関する情報の交換を禁止し、違反した場合は失格とする。 

14. 医学的症状のモニタリングのための装置の使用を認める。但し、使用する場合は事前に競技会本部にその

意向を伝え、装置／アプリがどのように作動するかを事前に確認を要する。 
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競技上の注意 

諸連絡   

１． 貴重品については、盗難、紛失が無いように各自で確実に管理してください。 

２． 競技会場は電子タバコを含め禁煙です。喫煙は指定のスペースにてお願いします。 

３． コース内で昼食を取ることは禁止です。 その他、ゴミなどが出た場合は各自で持ち帰りをお願いし
ます。試合開始前よりも綺麗な会場で終了できるよう、ご協力よろしくお願いいたします。 

 

 

 

競技上の注意 

 

1. 競技は全日本アーチェリー連盟競技規則（2024～2025年版）により実施する。  

2. 欠場者が出て１グループ３名を下回った場合、グループ編成を変更する場合がある。 

3. 用具検査について 

(１) 用具検査は、指定された時間と場所で検査を受けること。 また、競技中も用具検査の対象となる。 

(２) 全日本アーチェリー連盟会員証、スターバッチの確認を行う。 

4. 練習は、所定の会場にて定められた時間内で行うことができる。 

5. グループ内で役割を決める。  

原則としてグループ内で最も低い競技者番号の競技者（Ａ）がグループリーダーとなり、そのグルー

プを統率する。 ２番目（Ｂ）、３番目（Ｃ）に低い競技者番号の競技者が得点記録員となり、４番目の

競技者（Ｄ）が的中孔に印を付ける。 また、３名の競技者ではグループリーダーが的中孔に印を付

ける。（但し、絶対に自分で自分自身のスコアーをシートに記入しない事）的中孔のすべてに印を付

け終わるまで、そのグループの競技者は的前を離れてはいけない。 

6. 競技者がそのグループまたは他のグループに対して不当な遅れを生じさせたとき、審判員はスコア
カード上に第１回目の警告を記入し、そのラウンドの残りの競技時間中、時間を計測する。  

この場合、1標的の制限時間は３分とし、行射可能になるとすぐに計測を開始する。  

上記の過程後、制限時間を超えた競技者を認めた場合は、スコアカードに審判員が第２回目の警告

を与えた時刻と署名をする。その競技のステージ中に第３回目及びそれ以降のすべての警告に対し

その標的の最高点を削除するので注意すること。    

7. コース上のシューティングペグ手前の番号板は待機場所を兼ねる。  

行射を行う選手以外がシューティングペグに入ることを禁止する。その標的での行射を終えた選手

は、次に行射を行う選手の邪魔にならない位置まで下がって行射の終了を待つこと。  

8. 用具の故障の場合には行射の順番を一時的に変更することができる。但し、どのような場合にも、
故障した用具の修理交換は 10分以上かけてはならない。     

9. スタート標的が、A-1～12(的番号№1～12)の場合、A-12(的番号№１２)の次はA-1(的番号№１)

へ進む。 

B-1～12(的番号№１3～24)の場合、B-12(的番号№24)の次は、B-1(的番号 13)へ進む。 

10. 記録について 

（１）イアンセオシステムにて得点の記録集計、速報管理を行う。 

（２）端末とスコアカードの配布、収受は競技役員の指示に従うこと。 

11. 選手はスタート時刻には、式典会場に集合をしてから、各担当の審判員の案内でコースに移動する
こと。終了時間を守るため、迅速な競技進行にご協力願います。  

12. 競技中の負傷事故などは自己責任となる。負傷した場合は、速やかに本部まで届けること。軽度な
怪我については本部にて応急処置をします。      

13. コース内での携帯電話の利用は、SNS による競技普及のための情報発信に限り使用を認める。た

だし、コースや距離等に関する情報の交換を禁止し、違反した場合は失格とする。 

14. 医学的症状のモニタリングのための装置の使用を認める。但し、使用する場合は事前に競技会本部にその

意向を伝え、装置／アプリがどのように作動するかを事前に確認を要する。 
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　ベアボウ部門 女子（7名）

27日 28日

Ａ BBW 梅津　昭子 ウメツ　アキコ 東京都 株式会社梅津技建

Ｂ BBW 丸山　美幸 マルヤマ　ミユキ 群馬県 群馬県アーチェリー協会

Ｃ BBW 長谷川　幸代 ハセガワ　サチヨ 愛知県 愛知県アーチェリー協会

Ｄ BBW 星山　優美 ホシヤマ　ユミ 愛知県 大洋自動車学校

Ａ BBW 遠藤　博美 エンドウ　ヒロミ 神奈川県 株式会社ジーフット

Ｂ BBW 平野　弘美 ヒラノ　ヒロミ 三重県 三重県アーチェリー協会

Ｃ BBW 太田　みほ子 オオタ　ミホコ 東京都 株式会社オリジナル・ライフ・クリエイト

Ｄ BBW

　ベアボウ部門 男子（16名）

27日 28日

Ａ BBM 澤　博信 サワ　ヒロノブ 神奈川県 NPO法人神奈川県アーチェリー協会

Ｂ BBM 楠目　成一 クスメ　シゲカズ 千葉県 ハピネスサポート

Ｃ BBM 中川　邦房 ナカガワ　クニフサ 東京都 町田市アーチェリー協会

Ｄ BBM 綿貫　礼 ワタヌキ　レイ 群馬県 信越シンコーモールド株式会社

Ａ BBM 松尾　進治 マツオ　シンジ 愛知県 株式会社豊田自動織機

Ｂ BBM 谷口　嶺 タニグチ　レイ 群馬県 群馬山嶺フィールドアーチェリーパーク

Ｃ BBM 小山　桂介 コヤマ　ケイスケ 東京都 東電設計株式会社

Ｄ BBM 岡野　誠之 オカノ　マサユキ 京都府 パナソニック株式会社

Ａ BBM 今野　和義 コンノ　カズヨシ 神奈川県 NPO法人神奈川県アーチェリー協会

Ｂ BBM 市ノ瀬　光昭 イチノセ　ミツアキ 愛知県 愛知県アーチェリー協会

Ｃ BBM 神　伊佐男 ジン　イサオ 東京都 町田市アーチェリー協会

Ｄ BBM 神谷　典幸 カミヤ　ノリユキ 愛知県 株式会社宮上製作所

Ａ BBM 比佐　英之 ヒサ　ヒデユキ 神奈川県 神奈川県社会福祉事業団

Ｂ BBM 尾崎　広和 オザキ　ヒロカズ 愛知県 名古屋地方検察庁

Ｃ BBM 山村　茂 ヤマムラ　シゲル 兵庫県 株式会社朱門建設工業

Ｄ BBM 貞方　豊 サダカタ　ユタカ 愛知県 愛知労働局

競技者　番
号

スタート標的
種別 氏　　名 フリガナ 都道府県 所　　　属

グループ表

A-3

A-4
B-4
先射ち

B-2

B-4
後射ち

A-6 B-5

１

２

３

４

５

６

競技者　番
号

A-2

B-3

A-5

所　　　属
スタート標的

種別 都道府県

A-1 B-1

氏　　名 フリガナ
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グループ表

　コンパウンド部門　女子（7名）

27日 28日

Ａ CPW 櫻田　裕子 サクラダ　ヒロコ 熊本県 桜ビル株式会社

Ｂ CPW 永野　美穂 ナガノ　ミホ 愛媛県 大同生命保険株式会社

Ｃ CPW 古橋　厚子 フルハシ　アツコ 東京都 東京都アーチェリー協会

Ｄ CPW 茂木　理恵 モギ　リエ 神奈川県 NPO法人神奈川県アーチェリー協会

Ａ CPW 清水　香澄 シミズ　カスミ 兵庫県 兵庫県アーチェリー連盟

Ｂ CPW 佐藤　真理子 サトウ　マリコ 東京都 有限会社内藤義肢製作所

Ｃ CPW 宮田　悦子 ミヤタ　エツコ 埼玉県 株式会社ラクロ

Ｄ CPW

　コンパウンド部門　男子（20名）

27日 28日

Ａ CPM 竹本　靖雄 タケモト　ヤスオ 奈良県 奈良県アーチェリー連盟

Ｂ CPM 辻田　喜久郎 ツジタ　キクロウ 栃木県 ペガサスアーチェリー

Ｃ CPM 中島　利彰 ナカシマ　トシアキ 熊本県 丸善雄松堂株式会社

Ｄ CPM 佐藤　正八 サトウ　ショウハチ 東京都 日本製鉄株式会社東日本製鉄所君津地区

Ａ CPM 上岡　隆真 カミオカ　タカマサ 静岡県 ヤマハ発動機株式会社

Ｂ CPM 井上　順二 イノウエ　ジュンジ 神奈川県 戸塚共立いずみ野病院

Ｃ CPM 服部　貴也 ハットリ　タカヤ 三重県 三重県アーチェリー協会

Ｄ CPM 島尻　政幸 シマジリ　マサユキ 岐阜県 各務原市アーチェリー協会

Ａ CPM 坂本　貴哉 サカモト　タカヤ 東京都 渋谷アーチェリー

Ｂ CPM 國光　英徳 クニミツ　ヒデノリ 広島県 有限会社国光企画

Ｃ CPM 和田　八千男 ワダ　ヤチヨ 岩手県 有限会社岩手ふじ乳産

Ｄ CPM 中村　和音 ナカムラ　カズネ 東京都 エトリア株式会社

Ａ CPM 長友　文哉 ナガトモ　フミヤ 奈良県 奈良県アーチェリー連盟

Ｂ CPM 鈴木　信博 スズキ　ノブヒロ 新潟県 有限会社福島鉄工所

Ｃ CPM 稲垣　伸博 イナガキ　ノブヒロ 東京都 東京都アーチェリー協会

Ｄ CPM 岩下　怜央 イワシタ　レオ 東京都 三鷹市アーチェリー協会

Ａ CPM 横田　潤一 ヨコタ　ジュンイチ 京都府 パナソニックコネクト株式会社

Ｂ CPM 深澤　俊治 フカザワ　トシハル 愛知県 愛知県アーチェリー協会

Ｃ CPM 村上　美行 ムラカミ　ヨシユキ 東京都 office bbc

Ｄ CPM 清水　俊男 シミズ　トシオ 東京都 三菱地所ＩＴソリューションズ株式会社

所　　　属

７

競技者　番
号

競技者　番
号

スタート標的
種別 氏　　名 フリガナ 都道府県 所　　　属

都道府県

A-12

A-8 B-7

A-9
先射ち

８

９

スタート標的

B-10

B-8

A-7 B-6

種別 氏　　名 フリガナ

A-9
後射ち

１０

１１

１２

B-9

A-10

A-11 B-11

B-12１３

　ベアボウ部門 女子（7名）

27日 28日

Ａ BBW 梅津　昭子 ウメツ　アキコ 東京都 株式会社梅津技建

Ｂ BBW 丸山　美幸 マルヤマ　ミユキ 群馬県 群馬県アーチェリー協会

Ｃ BBW 長谷川　幸代 ハセガワ　サチヨ 愛知県 愛知県アーチェリー協会

Ｄ BBW 星山　優美 ホシヤマ　ユミ 愛知県 大洋自動車学校

Ａ BBW 遠藤　博美 エンドウ　ヒロミ 神奈川県 株式会社ジーフット

Ｂ BBW 平野　弘美 ヒラノ　ヒロミ 三重県 三重県アーチェリー協会

Ｃ BBW 太田　みほ子 オオタ　ミホコ 東京都 株式会社オリジナル・ライフ・クリエイト

Ｄ BBW

　ベアボウ部門 男子（16名）

27日 28日

Ａ BBM 澤　博信 サワ　ヒロノブ 神奈川県 NPO法人神奈川県アーチェリー協会

Ｂ BBM 楠目　成一 クスメ　シゲカズ 千葉県 ハピネスサポート

Ｃ BBM 中川　邦房 ナカガワ　クニフサ 東京都 町田市アーチェリー協会

Ｄ BBM 綿貫　礼 ワタヌキ　レイ 群馬県 信越シンコーモールド株式会社

Ａ BBM 松尾　進治 マツオ　シンジ 愛知県 株式会社豊田自動織機

Ｂ BBM 谷口　嶺 タニグチ　レイ 群馬県 群馬山嶺フィールドアーチェリーパーク

Ｃ BBM 小山　桂介 コヤマ　ケイスケ 東京都 東電設計株式会社

Ｄ BBM 岡野　誠之 オカノ　マサユキ 京都府 パナソニック株式会社

Ａ BBM 今野　和義 コンノ　カズヨシ 神奈川県 NPO法人神奈川県アーチェリー協会

Ｂ BBM 市ノ瀬　光昭 イチノセ　ミツアキ 愛知県 愛知県アーチェリー協会

Ｃ BBM 神　伊佐男 ジン　イサオ 東京都 町田市アーチェリー協会

Ｄ BBM 神谷　典幸 カミヤ　ノリユキ 愛知県 株式会社宮上製作所

Ａ BBM 比佐　英之 ヒサ　ヒデユキ 神奈川県 神奈川県社会福祉事業団

Ｂ BBM 尾崎　広和 オザキ　ヒロカズ 愛知県 名古屋地方検察庁

Ｃ BBM 山村　茂 ヤマムラ　シゲル 兵庫県 株式会社朱門建設工業

Ｄ BBM 貞方　豊 サダカタ　ユタカ 愛知県 愛知労働局

競技者　番
号

スタート標的
種別 氏　　名 フリガナ 都道府県 所　　　属

グループ表

A-3

A-4
B-4
先射ち

B-2

B-4
後射ち

A-6 B-5

１

２

３

４

５

６

競技者　番
号

A-2

B-3

A-5

所　　　属
スタート標的

種別 都道府県

A-1 B-1

氏　　名 フリガナ
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グループ表

　リカーブ部門　女子（12名）

27日 28日

Ａ RCW 北原　永芳 キタハラ　エイホウ 東京都 東京都アーチェリー協会

Ｂ RCW 山﨑　窓未 ヤマサキ　マドミ 東京都 株式会社サイバーエージェント

Ｃ RCW 平田　恵里 ヒラタ　エリ 静岡県 三島市アーチェリー協会

Ｄ RCW 塚本　美冴 ツカモト　ミサエ 東京都 デサントジャパン株式会社

Ａ RCW チョウ　レイチェル チョウ　レイチェル 東京都 AMAZON　JAPAN

Ｂ RCW 棚澤　由実菜 タナザワ　ユミナ 群馬県 東京農業大学第三高等学校教諭

Ｃ RCW 西岡　尚美 ニシオカ　ナオミ 東京都 東京逓信病院

Ｄ RCW 齊藤　未央 サイトウ　ミオ 東京都 日世株式会社

Ａ RCW 石栗　理絵 イシグリ　リエ 東京都 東京都アーチェリー協会

Ｂ RCW 三ツ山　香里 ミツヤマ　カオリ 東京都 G☆TEAM

Ｃ RCW 池澤　かおり イケザワ　カオリ 東京都 町田市アーチェリー協会

Ｄ RCW 坂本　友希 サカモト　ユウキ 東京都 工藤建設株式会社

　リカーブ部門　男子（39名）

27日 28日

Ａ RCM 山田　純平 ヤマダ　ジュンペイ 石川県 山田家電株式会社

Ｂ RCM 前田　弘毅 マエダ　ヒロキ 東京都 東芝エレベータ株式会社

Ｃ RCM 谷口　隆浩 タニグチ　タカヒロ 大阪府 株式会社ローソン

Ｄ RCM 尾上　輝樹 オノエ　テルキ 兵庫県 株式会社富士テクノトランス

Ａ RCM 粥川　真 カユカワ　シン 大阪府 パナソニックオペレーショナルエクセレンス株式会社

Ｂ RCM 安藤　智俊 アンドウ　ノリトシ 神奈川県 いすゞ自動車株式会社

Ｃ RCM 杉山　康太 スギヤマ　コウタ 神奈川県 株式会社山一情報システム

Ｄ RCM

Ａ RCM 近藤　史也 コンドウ　フミヤ 東京都 AFK研究所合同会社

Ｂ RCM 山中　卓人 ヤマナカ　タクト 京都府 日本新薬株式会社

Ｃ RCM 宮脇　典生 ミヤワキ　ノリオ 北海道 横山製粉株式会社.Sonic.Archery

Ｄ RCM 竹田　映 タケダ　アキラ 静岡県 株式会社メイテックフィルダーズ

Ａ RCM 山田　浩亨 ヤマダ　ヒロユキ 石川県 山田家電株式会社

Ｂ RCM 平田　征也 ヒラタ　セイヤ 静岡県 株式会社石原組

Ｃ RCM 古田　真一 フルタ　シンイチ 愛知県 トヨタ自動車株式会社

Ｄ RCM 井上　直人 イノウエ　ナオト 京都府 株式会社オプテージ
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グループ表

　リカーブ部門　男子（39名）

27日 28日

Ａ RCM 山田　朗夫 ヤマダ　アキオ 神奈川県 株式会社アイネステクノロジーズ

Ｂ RCM 亀田　博明 カメダ　ヒロアキ 岐阜県 キョーラク株式会社

Ｃ RCM 篠﨑　要 シノザキ　カナメ 群馬県 株式会社ハル企画

Ｄ RCM 中島　颯甫 ナカシマ　ハヤトシ 群馬県 カネコ種苗株式会社

Ａ RCM 岡野　悟郎 オカノ　ゴロウ 東京都 公益社団法人全日本アーチェリー連盟

Ｂ RCM 棚澤　隆 タナザワ　タカシ 群馬県 株式会社早稲田アカデミー

Ｃ RCM 長澤　宏平 ナガサワ　コウヘイ 長野県 株式会社TOTOKU

Ｄ RCM 高木　正平 タカギ　ショウヘイ 京都府 ナカライテスク株式会社

Ａ RCM 神谷　尚行 カミタニ　ナオユキ 京都府 大和精工株式会社

Ｂ RCM 関口　裕樹 セキグチ　ヒロキ 宮城県 Finest Tennis College

Ｃ RCM 永縄　直仁 ナガナワ　ナオヒト 愛知県 株式会社豊田自動織機

Ｄ RCM 戸塚　哲郎 トヅカ　テツロウ 群馬県 群馬県アーチェリー協会

Ａ RCM 佐々木　望 ササキ　ノゾミ 岩手県 株式会社新興製作所

Ｂ RCM 興山　渉 コウヤマ　ワタル 山形県 酒田南高等学校

Ｃ RCM 遠藤　良祐 エンドウ　リョウスケ 東京都 専修大学職員

Ｄ RCM 松居　留輝 マツイ　ルカ 東京都 株式会社レイヤーズ・コンサルティング

Ａ RCM 佐藤　滋 サトウ　シゲル 東京都 ヒューマンアカデミー株式会社

Ｂ RCM 村野　誠一郎 ムラノ　セイイチロウ 東京都 ニプロ株式会社

Ｃ RCM 田中　秀一 タナカ　シュウイチ 神奈川県 日鉄ケミカル＆マテリアル株式会社

Ｄ RCM 菅　雅行 スガ　マサユキ 群馬県 信越化学株式会社

Ａ RCM 佐藤　遼太郎 サトウ　リョウタロウ 東京都 日本学術振興会

Ｂ RCM 手崎　智也 テサキ　トモヤ 愛知県 住友電装株式会社

Ｃ RCM 酒井　義孝 サカイ　ヨシタカ 千葉県 株式会社ミライト・ワン

Ｄ RCM 笠川　純一 カサガワ　ジュンイチ 千葉県 サンエイテレビ株式会社
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グループ表

　リカーブ部門　女子（12名）

27日 28日

Ａ RCW 北原　永芳 キタハラ　エイホウ 東京都 東京都アーチェリー協会

Ｂ RCW 山﨑　窓未 ヤマサキ　マドミ 東京都 株式会社サイバーエージェント

Ｃ RCW 平田　恵里 ヒラタ　エリ 静岡県 三島市アーチェリー協会

Ｄ RCW 塚本　美冴 ツカモト　ミサエ 東京都 デサントジャパン株式会社

Ａ RCW チョウ　レイチェル チョウ　レイチェル 東京都 AMAZON　JAPAN

Ｂ RCW 棚澤　由実菜 タナザワ　ユミナ 群馬県 東京農業大学第三高等学校教諭

Ｃ RCW 西岡　尚美 ニシオカ　ナオミ 東京都 東京逓信病院

Ｄ RCW 齊藤　未央 サイトウ　ミオ 東京都 日世株式会社

Ａ RCW 石栗　理絵 イシグリ　リエ 東京都 東京都アーチェリー協会

Ｂ RCW 三ツ山　香里 ミツヤマ　カオリ 東京都 G☆TEAM

Ｃ RCW 池澤　かおり イケザワ　カオリ 東京都 町田市アーチェリー協会

Ｄ RCW 坂本　友希 サカモト　ユウキ 東京都 工藤建設株式会社

　リカーブ部門　男子（39名）

27日 28日

Ａ RCM 山田　純平 ヤマダ　ジュンペイ 石川県 山田家電株式会社

Ｂ RCM 前田　弘毅 マエダ　ヒロキ 東京都 東芝エレベータ株式会社

Ｃ RCM 谷口　隆浩 タニグチ　タカヒロ 大阪府 株式会社ローソン

Ｄ RCM 尾上　輝樹 オノエ　テルキ 兵庫県 株式会社富士テクノトランス

Ａ RCM 粥川　真 カユカワ　シン 大阪府 パナソニックオペレーショナルエクセレンス株式会社

Ｂ RCM 安藤　智俊 アンドウ　ノリトシ 神奈川県 いすゞ自動車株式会社

Ｃ RCM 杉山　康太 スギヤマ　コウタ 神奈川県 株式会社山一情報システム

Ｄ RCM

Ａ RCM 近藤　史也 コンドウ　フミヤ 東京都 AFK研究所合同会社

Ｂ RCM 山中　卓人 ヤマナカ　タクト 京都府 日本新薬株式会社

Ｃ RCM 宮脇　典生 ミヤワキ　ノリオ 北海道 横山製粉株式会社.Sonic.Archery

Ｄ RCM 竹田　映 タケダ　アキラ 静岡県 株式会社メイテックフィルダーズ

Ａ RCM 山田　浩亨 ヤマダ　ヒロユキ 石川県 山田家電株式会社

Ｂ RCM 平田　征也 ヒラタ　セイヤ 静岡県 株式会社石原組

Ｃ RCM 古田　真一 フルタ　シンイチ 愛知県 トヨタ自動車株式会社

Ｄ RCM 井上　直人 イノウエ　ナオト 京都府 株式会社オプテージ
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第46回
全日本社会人フィールド
アーチェリー選手権大会

記録速報＆結果配信
QRコードを読み取ってアクセスしてください

もしくは以下のURLよりアクセスしてください

http://www.ianseo.net/Details.php?toid=24419
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第１回 （１９８０年：昭和５５年）  兵庫県／宝塚FAC 第２回 （１９８１年：昭和５６年）  岐阜県／美濃国際FAC
ＦＳ男子 別府　幸治 （初） ＦＳ男子 別府　幸治 （２連勝／２回目）
ＦＳ女子 林　　秀子 （初） ＦＳ女子 林　　秀子 （２連勝／２回目）
ＢＢ男子 北田  周雪 （初） ＢＢ男子 児島  重夫 （初）
ＢＢ女子 河淵 志津子 （初） ＢＢ女子 河淵 志津子 （２連勝／２回目）

第３回 （１９８２年：昭和５７年）  京都府／鈴の山FAC 第４回 （１９８３年：昭和５８年）  岐阜県／美濃国際FAC
ＦＳ男子 別府　幸治 （３連勝／３回目） ＦＳ男子 別府　幸治 （４連勝／４回目）
ＦＳ女子 林　　秀子 （３連勝／３回目） ＦＳ女子 林　　秀子 （４連勝／４回目）
ＢＢ男子 北田　周雪 （２回目） ＢＢ男子 北田　周雪 （２連勝／３回目）
ＢＢ女子 波多野 明栄 （初） ＢＢ女子 酒井　みね （初）

第５回 （１９８４年：昭和５９年）  岐阜県／美濃国際FAC 第６回 （１９８５年：昭和６０年）  京都府／鈴の山FAC
ＦＳ男子 別府　幸治 （５連勝／５回目） ＦＳ男子 別府　幸治 （６連勝／６回目）
ＦＳ女子 木村　美紀 （初） ＦＳ女子 伊藤　邦栄 （初）
ＢＢ男子 児島　重夫 （２回目） ＢＢ男子 安達　正雄 （初）
ＢＢ女子 斎藤　義子 （初） ＢＢ女子 斎藤　義子 （２連勝／２回目）

第７回 （１９８６年：昭和６１年）  岐阜県／美濃国際FAC 第８回 （１９８７年：昭和６２年）  岩手県／東八幡平
ＦＳ男子 塩田　浩一 （初） ＦＳ男子 塩田　浩一 （２連勝／２回目）
ＦＳ女子 伊藤　邦栄 （２連勝／２回目） ＦＳ女子 長野 二三子 （初）
ＢＢ男子 加藤　光男 （初） ＢＢ男子 吉川　貴行 （初）
ＢＢ女子 酒井　みね （２回目） ＢＢ女子 斎藤　義子 （３回目）

第９回 （１９８８年：昭和６３年）  広島県／佐伯国際ＡＬ 第１０回 （１９８９年：平成元年）  群馬県／丸沼高原
ＦＳ男子 亀井　　孝 （初） ＦＳ男子 塩田　浩一 （３回目）
ＦＳ女子 小形　洋子 （初） ＦＳ女子 高島　倫子 （初）
ＢＢ男子 北田　周雪 （４回目） ＢＢ男子 川崎　　健 （初）
ＢＢ女子 伊東　まり （初） ＢＢ女子 松原 登志子 （初）

第１１回 （１９９０年：平成２年）  東京都／多摩FAC 第１２回 （１９９１年：平成３年）  千葉県／長柄ＦＡＣ
ＣＰ男子 來住　哲雄 （初） ＣＰ男子 高橋　茂雄 （初）
ＣＰ女子 酒井 佳代子 （初） ＣＰ女子 酒井 佳代子 （２連勝／２回目）
ＦＳ男子 前川　雅俊 （初） ＦＳ男子 塩田　浩一 （４回目）
ＦＳ女子 野中 美智子 （初） ＦＳ女子 柚崎 美智子 （初）
ＢＢ男子 武川　鉱一 （初） ＢＢ男子 佐々　　弘 （初）
ＢＢ女子 住吉 ユウ子 （初） ＢＢ女子 吉田 チエ子 （初）

第１３回 （１９９２年：平成４年）  京都府／白梅ＳＣ 第１４回 （１９９３年：平成５年） 北海道／天平台FAC
ＣＰ男子 山田　　彰 （初） ＣＰ男子 相沢　雄三 （初）
ＣＰ女子 大原　邦子 （初） ＣＰ女子 大原　邦子 （２連勝／２回目）
ＦＳ男子 別府　幸治 （７回目） ＦＳ男子 塩田　浩一 （５回目）
ＦＳ女子 柚崎 美智子 （２連勝／２回目） ＦＳ女子 柚崎 美智子 （３連勝／３回目）
ＢＢ男子 川崎　　健 （２回目） ＢＢ男子 加藤　光男 （２回目）
ＢＢ女子 吉田 チエ子 （２連勝／２回目） ＢＢ女子 吉田 チエ子 （３連勝／３回目）

第１５回 （１９９４年：平成６年）  群馬県／丸沼高原 第１６回 （１９９５年：平成７年）  岐阜県／美濃国際FAC
ＣＰ男子 山田　　彰 （２回目） ＣＰ男子 塚本　恭司 （初）
ＣＰ女子 大原　邦子 （３連勝／３回目） ＣＰ女子 河　　知子 （初）
ＦＳ男子 山本　　博 （初） ＯＬ男子 塩田　浩一 （６回目）
ＦＳ女子 柚崎 美智子 （４連勝／４回目） ＯＬ女子 高島　倫子 （２回目）
ＢＢ男子 田原　　実 （初） ＢＢ男子 小山　英二 （初）
ＢＢ女子 入沢　順子 （初） ＢＢ女子 稲垣　美穂 （初）

第１７回 （１９９６年：平成８年）  兵庫県／津名FAC 第１８回 （１９９７年：平成９年）  北海道／天平台FAC
ＣＰ男子 塚本　恭司 （２連勝／２回目） ＣＰ男子 塚本　恭司 （３連勝／３回目）
ＣＰ女子 河　　知子 （２連勝／２回目） ＣＰ女子 大原　邦子 （４回目）
ＯＬ男子 上田　訓久 （初） ＯＬ男子 上田　訓久 （２連勝／２回目）
ＯＬ女子 市木　玲子 （初） ＯＬ女子 市木　玲子 （２連勝／２回目）
ＢＢ男子 加藤　利明 （初） ＢＢ男子 加藤　利明 （２連勝／２回目）
ＢＢ女子 有本　栄子 （初） ＢＢ女子 有本　栄子 （２連勝／２回目）

第１９回 （１９９８年：平成１０年）  千葉県／長柄FAC 第２０回 （１９９９年：平成１１年）  大分県／中津江
ＣＰ男子 山田　　彰 （３回目） ＣＰ男子 塚本　恭司 （４回目）
ＣＰ女子 河　　知子 （３回目） ＣＰ女子 住吉 ユウ子 （初）
ＲＣ男子 上田　訓久 （３連勝／３回目） ＲＣ男子 渡辺　圭吾 （初）
ＲＣ女子 瀧野　眞子 （初） ＲＣ女子 岩崎　友加 （初）
ＢＢ男子 中村　　剛 （初） ＢＢ男子 山口　明澄 （初）
ＢＢ女子 有本　栄子 （３連勝／３回目） ＢＢ女子 橋本 さち子 （初）

全日本社会人フィールドアーチェリー選手権大会　歴代優勝者
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全日本社会人フィールドアーチェリー選手権大会　歴代優勝者

第２１回 （２０００年：平成１２年）  秋田県／太平山 第２２回 （２００１年：平成１３年） 北海道／北広島
ＣＰ男子 山田　　彰 （４回目） ＣＰ男子 山田　　彰 （２連勝／５回目）
ＣＰ女子 住吉 ユウ子 （２連勝／２回目） ＣＰ女子 住吉 ユウ子 （３連勝／３回目）
ＲＣ男子 塩田　浩一 （７回目） ＲＣ男子 上田　訓久 （４回目）
ＲＣ女子 梅島　弘子 （初） ＲＣ女子 岩崎　友加 （２回目）
ＢＢ男子 後藤　純孝 （初） ＢＢ男子 亀田　保雄 （初）
ＢＢ女子 橋本 さち子 （２連勝／２回目） ＢＢ女子 白髭 智恵子 （初）

第２３回 （２００２年：平成１４年） 山梨県／加賀美 第２４回 （２００３年：平成１５年） 長野県／木島平
ＣＰ男子 山本　　昇 （初） ＣＰ男子 奥野　　明 （初）
ＣＰ女子 住吉 ユウ子 （４連勝／４回目） ＣＰ女子 古川　純子 （初）
ＲＣ男子 前田　弘毅 （初） ＲＣ男子 塩田　浩一 （８回目）
ＲＣ女子 梅島　弘子 （２回目） ＲＣ女子 渡辺 恵美子 （初）
ＢＢ男子 根岸　祐司 （初） ＢＢ男子 長嶋　　誠 （初）
ＢＢ女子 澤田　純子 （初） ＢＢ女子 白髭 智恵子 （２回目）

第２５回 （２００４年：平成１６年） 愛知県／定光寺 第２６回 （２００５年：平成１７年） 京都府／白梅ＳＣ
ＣＰ男子 山田　　彰 （６回目） ＣＰ男子 佐藤　正八 （初）
ＣＰ女子 井尻　律子 （初） ＣＰ女子 井尻　律子 （２連勝／２回目）
ＲＣ男子 小曽根　智 （初） ＲＣ男子 塩田　浩一 （９回目）
ＲＣ女子 梅島　弘子 （３回目） ＲＣ女子 岩崎　香里 （初）
ＢＢ男子 佐々木 信一 （初） ＢＢ男子 佐々木 信一 （２回目）
ＢＢ女子 橋本 さち子 （３回目） ＢＢ女子 熊澤　徳代 （初）

第２７回 （２００６年：平成１８年） 愛知県／定光寺 第２８回 （２００７年：平成１９年） 徳島県／鳴門
ＣＰ男子 塚本　恭司 （５回目） ＣＰ男子 塚本　恭司 （2連勝／６回目）
ＣＰ女子 住吉 ユウ子 （５回目） ＣＰ女子 前田　尚美 （初）
ＲＣ男子 塩田　浩一 （１０回目） ＲＣ男子 塩田　浩一 （２連勝／１１回目）
ＲＣ女子 浜沖　美紀 （初） ＲＣ女子 梅島　弘子 （４回目）
ＢＢ男子 佐々木 信一 （３連勝／３回目） ＢＢ男子 長嶋　　誠 （２回目）
ＢＢ女子 熊澤　徳代 （２連勝／２回目） ＢＢ女子 中島　裕子 （初）

第２９回 （２００８年：平成２０年） 福岡県／北九州ＦＡＬ 第３０回 （２００９年：平成２１年） 京都府／白梅ＳＣ
ＣＰ男子 種部　浩司 （初） ＣＰ男子 佐藤　正八 （２回目）
ＣＰ女子 谷口　裕子 （初） ＣＰ女子 伊藤　文子 （初）
ＲＣ男子 塩田　浩一 （３連勝／１２回目） ＲＣ男子 木下　和敬 （初）
ＲＣ女子 岩崎　香里 （２回目） ＲＣ女子 梅島　弘子 （５回目）
ＢＢ男子 佐々木 信一 （４回目） ＢＢ男子 中川　邦房 （初）
ＢＢ女子 髙野　弘美 （初） ＢＢ女子 髙野　弘美 （２連勝／２回目）

第３１回 （２０１０年：平成２２年） 北海道／北広島 第３２回 （２０１１年：平成２３年） 山梨県／加賀美
ＣＰ男子 山田　　彰 （７回目） ＣＰ男子 佐藤　正八 （３回目）
ＣＰ女子 本多 由美子 （初） ＣＰ女子 住吉 ユウ子 （６回目）
ＲＣ男子 木村　秀実 （初） ＲＣ男子 矢花　真祐 （初）
ＲＣ女子 梅島　弘子 （６回目） ＲＣ女子 上野 百百子 （初）
ＢＢ男子 武川　鉱一 （２回目） ＢＢ男子 長嶋　　誠 （３回目）
ＢＢ女子 髙野　弘美 （３連勝／３回目） ＢＢ女子 佐々木 美芳 （初）

第３３回 （２０１２年：平成２４年） 広島県／佐伯国際ＡＬ 第３４回 （２０１３年：平成２５年） 岩手県／八幡平
ＣＰ男子 山田　　彰 （８回目） ＣＰ男子 塚本　恭司 （７回目）
ＣＰ女子 小林 麻里子 （初） ＣＰ女子 前田　尚美 （２回目）
ＲＣ男子 石津　　優 （初） ＲＣ男子 近藤　英之 （初）
ＲＣ女子 林　　享美 （初） ＲＣ女子 岩崎　香里 （３回目）
ＢＢ男子 長嶋　　誠 （２連勝／４回目） ＢＢ男子 長嶋　　誠 （３連勝／５回目）
ＢＢ女子 平野　弘美 （４回目） ＢＢ女子 若林　淑子 （初）

第３５回 （２０１４年：平成２６年） 長野県／木島平 第３６回 （２０１５年：平成２７年） 愛知県／定光寺
ＣＰ男子 塚本　恭司 （２連勝／８回目） ＣＰ男子 塚本　恭司 （３連勝／９回目）
ＣＰ女子 林　　享美 （初） ＣＰ女子 小林 麻里子 （２回目）
ＲＣ男子 七澤　　信 （初） ＲＣ男子 石津　　優 （２回目）
ＲＣ女子 岩崎　香里 （２連勝／４回目） ＲＣ女子 廣木 かよ子 （初）
ＢＢ男子 長嶋　　誠 （４連勝／６回目） ＢＢ男子 長嶋　　誠 （５連勝／７回目）
ＢＢ女子 平野　弘美 （５回目） ＢＢ女子 丸山　美幸 （初）

第３７回 （２０１６年：平成２８年） 徳島県／鳴門 第３８回 （２０１７年：平成２９年） 北海道／北広島
ＣＰ男子 中村　和音 （初） ＣＰ男子 中村　和音 （２連勝／２回目）
ＣＰ女子 住吉 ユウ子 （７回目） ＣＰ女子 小川　尚美 （３回目）
ＲＣ男子 山本　　諒 （初） ＲＣ男子 遠藤　良祐 （初）
ＲＣ女子 及川　未稀 （初） ＲＣ女子 斉藤　未央 （初）
ＢＢ男子 小山　桂介 （初） ＢＢ男子 山口　明澄 （２回目）
ＢＢ女子 丸山　美幸 （２連勝／２回目） ＢＢ女子 丸山　美幸 （３連勝／３回目）
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第３９回 （２０１８年：平成３０年） 京都府／白梅ＳＣ 第４０回 （２０１９年：令和元年） 北海道／北広島
ＣＰ男子 有迫　幸樹 （初） ＣＰ男子 中村　和音 （３回目）
ＣＰ女子 秋山 なるみ （初） ＣＰ女子 天神　聡子 （初）
ＲＣ男子 遠藤　良祐 （２連勝／２回目） ＲＣ男子 遠藤　良祐 （３連勝／３回目）
ＲＣ女子 深澤　菜見 （初） ＲＣ女子 深澤　菜見 （２連勝／２回目）
ＢＢ男子 浅田　真児 （初） ＢＢ男子 小山　桂介 （２回目）
ＢＢ女子 丸山　美幸 （４連勝／４回目） ＢＢ女子 丸山　美幸 （５連勝／５回目）

第４１回 （２０２０年：令和元年） 群馬県／群馬国際ＦＡ 第４２回 （２０２１年：令和３年） 広島県／佐伯国際ＡＬ

第４３回 （２０２２年：令和４年） 岩手県／八幡平 第４４回 （２０２３年：令和５年） 長野県／木島平
ＣＰ男子 坂本　貴哉 （初） ＣＰ男子 矢花　真祐 （初）
ＣＰ女子 佐藤　真理子 （初） ＣＰ女子 宮田　悦子 （初）
ＲＣ男子 山本　　諒 （初） ＲＣ男子 高木　正平 （初）
ＲＣ女子 林　勇気 （初） ＲＣ女子 林　勇気 （２連勝／２回目）
ＢＢ男子 岡野　誠之 （初） ＢＢ男子 神谷　典幸 （初）
ＢＢ女子 長谷川　幸代 （初） ＢＢ女子 長谷川　幸代 （２連勝／２回目）

第４5回 （２０２4年：令和6年） 山梨県／加賀美 第４6回 （２０２5年：令和7年） 岩手県／八幡平
ＣＰ男子 中村　和音 （4回目） ＣＰ男子
ＣＰ女子 櫻田　裕子 （２回目） ＣＰ女子
ＲＣ男子 山中　卓人 （初） ＲＣ男子
ＲＣ女子 坂本　友希 （初） ＲＣ女子
ＢＢ男子 中川　邦房 （２回目） ＢＢ男子
ＢＢ女子 平野　弘美 （６回目） ＢＢ女子

（新型コロナウイルスのため中止） （新型コロナウイルスのため中止）

全日本社会人フィールドアーチェリー選手権大会　歴代優勝者

第２１回 （２０００年：平成１２年）  秋田県／太平山 第２２回 （２００１年：平成１３年） 北海道／北広島
ＣＰ男子 山田　　彰 （４回目） ＣＰ男子 山田　　彰 （２連勝／５回目）
ＣＰ女子 住吉 ユウ子 （２連勝／２回目） ＣＰ女子 住吉 ユウ子 （３連勝／３回目）
ＲＣ男子 塩田　浩一 （７回目） ＲＣ男子 上田　訓久 （４回目）
ＲＣ女子 梅島　弘子 （初） ＲＣ女子 岩崎　友加 （２回目）
ＢＢ男子 後藤　純孝 （初） ＢＢ男子 亀田　保雄 （初）
ＢＢ女子 橋本 さち子 （２連勝／２回目） ＢＢ女子 白髭 智恵子 （初）

第２３回 （２００２年：平成１４年） 山梨県／加賀美 第２４回 （２００３年：平成１５年） 長野県／木島平
ＣＰ男子 山本　　昇 （初） ＣＰ男子 奥野　　明 （初）
ＣＰ女子 住吉 ユウ子 （４連勝／４回目） ＣＰ女子 古川　純子 （初）
ＲＣ男子 前田　弘毅 （初） ＲＣ男子 塩田　浩一 （８回目）
ＲＣ女子 梅島　弘子 （２回目） ＲＣ女子 渡辺 恵美子 （初）
ＢＢ男子 根岸　祐司 （初） ＢＢ男子 長嶋　　誠 （初）
ＢＢ女子 澤田　純子 （初） ＢＢ女子 白髭 智恵子 （２回目）

第２５回 （２００４年：平成１６年） 愛知県／定光寺 第２６回 （２００５年：平成１７年） 京都府／白梅ＳＣ
ＣＰ男子 山田　　彰 （６回目） ＣＰ男子 佐藤　正八 （初）
ＣＰ女子 井尻　律子 （初） ＣＰ女子 井尻　律子 （２連勝／２回目）
ＲＣ男子 小曽根　智 （初） ＲＣ男子 塩田　浩一 （９回目）
ＲＣ女子 梅島　弘子 （３回目） ＲＣ女子 岩崎　香里 （初）
ＢＢ男子 佐々木 信一 （初） ＢＢ男子 佐々木 信一 （２回目）
ＢＢ女子 橋本 さち子 （３回目） ＢＢ女子 熊澤　徳代 （初）

第２７回 （２００６年：平成１８年） 愛知県／定光寺 第２８回 （２００７年：平成１９年） 徳島県／鳴門
ＣＰ男子 塚本　恭司 （５回目） ＣＰ男子 塚本　恭司 （2連勝／６回目）
ＣＰ女子 住吉 ユウ子 （５回目） ＣＰ女子 前田　尚美 （初）
ＲＣ男子 塩田　浩一 （１０回目） ＲＣ男子 塩田　浩一 （２連勝／１１回目）
ＲＣ女子 浜沖　美紀 （初） ＲＣ女子 梅島　弘子 （４回目）
ＢＢ男子 佐々木 信一 （３連勝／３回目） ＢＢ男子 長嶋　　誠 （２回目）
ＢＢ女子 熊澤　徳代 （２連勝／２回目） ＢＢ女子 中島　裕子 （初）

第２９回 （２００８年：平成２０年） 福岡県／北九州ＦＡＬ 第３０回 （２００９年：平成２１年） 京都府／白梅ＳＣ
ＣＰ男子 種部　浩司 （初） ＣＰ男子 佐藤　正八 （２回目）
ＣＰ女子 谷口　裕子 （初） ＣＰ女子 伊藤　文子 （初）
ＲＣ男子 塩田　浩一 （３連勝／１２回目） ＲＣ男子 木下　和敬 （初）
ＲＣ女子 岩崎　香里 （２回目） ＲＣ女子 梅島　弘子 （５回目）
ＢＢ男子 佐々木 信一 （４回目） ＢＢ男子 中川　邦房 （初）
ＢＢ女子 髙野　弘美 （初） ＢＢ女子 髙野　弘美 （２連勝／２回目）

第３１回 （２０１０年：平成２２年） 北海道／北広島 第３２回 （２０１１年：平成２３年） 山梨県／加賀美
ＣＰ男子 山田　　彰 （７回目） ＣＰ男子 佐藤　正八 （３回目）
ＣＰ女子 本多 由美子 （初） ＣＰ女子 住吉 ユウ子 （６回目）
ＲＣ男子 木村　秀実 （初） ＲＣ男子 矢花　真祐 （初）
ＲＣ女子 梅島　弘子 （６回目） ＲＣ女子 上野 百百子 （初）
ＢＢ男子 武川　鉱一 （２回目） ＢＢ男子 長嶋　　誠 （３回目）
ＢＢ女子 髙野　弘美 （３連勝／３回目） ＢＢ女子 佐々木 美芳 （初）

第３３回 （２０１２年：平成２４年） 広島県／佐伯国際ＡＬ 第３４回 （２０１３年：平成２５年） 岩手県／八幡平
ＣＰ男子 山田　　彰 （８回目） ＣＰ男子 塚本　恭司 （７回目）
ＣＰ女子 小林 麻里子 （初） ＣＰ女子 前田　尚美 （２回目）
ＲＣ男子 石津　　優 （初） ＲＣ男子 近藤　英之 （初）
ＲＣ女子 林　　享美 （初） ＲＣ女子 岩崎　香里 （３回目）
ＢＢ男子 長嶋　　誠 （２連勝／４回目） ＢＢ男子 長嶋　　誠 （３連勝／５回目）
ＢＢ女子 平野　弘美 （４回目） ＢＢ女子 若林　淑子 （初）

第３５回 （２０１４年：平成２６年） 長野県／木島平 第３６回 （２０１５年：平成２７年） 愛知県／定光寺
ＣＰ男子 塚本　恭司 （２連勝／８回目） ＣＰ男子 塚本　恭司 （３連勝／９回目）
ＣＰ女子 林　　享美 （初） ＣＰ女子 小林 麻里子 （２回目）
ＲＣ男子 七澤　　信 （初） ＲＣ男子 石津　　優 （２回目）
ＲＣ女子 岩崎　香里 （２連勝／４回目） ＲＣ女子 廣木 かよ子 （初）
ＢＢ男子 長嶋　　誠 （４連勝／６回目） ＢＢ男子 長嶋　　誠 （５連勝／７回目）
ＢＢ女子 平野　弘美 （５回目） ＢＢ女子 丸山　美幸 （初）

第３７回 （２０１６年：平成２８年） 徳島県／鳴門 第３８回 （２０１７年：平成２９年） 北海道／北広島
ＣＰ男子 中村　和音 （初） ＣＰ男子 中村　和音 （２連勝／２回目）
ＣＰ女子 住吉 ユウ子 （７回目） ＣＰ女子 小川　尚美 （３回目）
ＲＣ男子 山本　　諒 （初） ＲＣ男子 遠藤　良祐 （初）
ＲＣ女子 及川　未稀 （初） ＲＣ女子 斉藤　未央 （初）
ＢＢ男子 小山　桂介 （初） ＢＢ男子 山口　明澄 （２回目）
ＢＢ女子 丸山　美幸 （２連勝／２回目） ＢＢ女子 丸山　美幸 （３連勝／３回目）
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　第４5回大会（２０２4年）までの優勝者と優勝回数

ＣＰ男子 塚本  恭司 （９回） 山田　　彰 （８回） 中村　和音 （4回） 佐藤　正八 （３回）

來住  哲雄 （１回） 高橋　茂雄 （１回） 相沢　雄三 （１回） 山本　　昇 （１回）

奥野　　明 （１回） 種部　浩司 （１回） 有迫　幸樹 （１回） 坂本　貴哉 （１回）

矢花　真祐 （１回）

ＣＰ女子 住吉 ユウ子 （７回） 大原　邦子 （４回） 河　　知子 （３回） 小川(前田)尚美 （３回）

酒井 佳代子 （２回） 井尻　律子 （２回） 小林 麻里子 （２回） 櫻田（谷口)裕子 （2回）

古川　純子 （１回） 伊藤　文子 （１回） 本多 由美子 （１回） 林　　享美 （１回）

秋山 なるみ （１回） 天神　聡子 （１回） 佐藤　真理子 （１回） 宮田　悦子 （１回）

ＲＣ男子 塩田　浩一 （１２回） 別府　幸治 （７回） 上田　訓久 （４回） 遠藤　良祐 （３回）

石津　　優 （２回） 亀井　　孝 （１回） 前川　雅俊 （１回） 山本　　博 （１回）

渡辺　圭吾 （１回） 前田　弘毅 （１回） 小曽根　智 （１回） 木下　和敬 （１回）

木村　秀実 （１回） 矢花　真祐 （１回） 近藤　英之 （１回） 七澤　　信 （１回）

山本　　諒 （１回） 高木　正平 （１回） 山中　卓人 （１回）

ＲＣ女子 梅島　弘子 （６回） 林　　秀子 （４回） 柚崎 美智子 （４回） 岩崎　香里 （４回）

伊藤　邦栄 （２回） 高島　倫子 （２回） 市木　玲子 （２回） 岩崎　友加 （２回）

深澤　菜見 （２回） 林　　勇気 （2回） 木村　美紀 （１回） 長野 二三子 （１回）

小形　洋子 （１回） 野中 美智子 （１回） 瀧野　眞子 （１回） 渡辺 恵美子 （１回）

浜沖　美紀 （１回） 上野 百百子 （１回） 林　　享美 （１回） 廣木 かよ子 （１回）

及川　未稀 （１回） 斉藤　未央 （１回） 坂本　友希 （１回）

ＢＢ男子 長嶋　　誠 （７回） 北田　周雪 （４回） 佐々木 信一 （４回） 児島　重夫 （２回）

川崎　　健 （２回） 加藤　光男 （２回） 加藤　利明 （２回） 武川　鉱一 （２回）

山口　明澄 （２回） 小山　桂介 （２回） 中川　邦房 （2回） 安達　正雄 （１回）

吉川　貴行 （１回） 佐々　　弘 （１回） 田原　　実 （１回） 小山　英二 （１回）

中村　　剛 （１回） 後藤　純孝 （１回） 亀田　保雄 （１回） 根岸　祐司 （１回）

浅田　真児 （１回） 岡野　誠之 （１回） 神谷　典幸 （１回）

ＢＢ女子 平野(高野)弘美 （6回） 丸山　美幸 （５回） 斎藤　義子 （３回） 吉田 チエ子 （３回）

有本　栄子 （３回） 橋本 さち子 （３回） 河淵 志津子 （２回） 酒井　みね （２回）

白髭 智恵子 （２回） 熊澤　徳代 （２回） 長谷川　幸代 （２回） 波多野 明栄 （１回）

伊東　まり （１回） 松原 登志子 （１回） 住吉 ユウ子 （１回） 入沢　順子 （１回）

稲垣　美穂 （１回） 澤田　純子 （１回） 中島　裕子 （１回） 佐々木 美芳 （１回）

若林　淑子 （１回）

全日本社会人フィールドアーチェリー選手権大会 優勝回数
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　第４5回大会（２０２4年）までの優勝者と優勝回数
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TX BALANCE
SYSTEM

TX BALANCE 
SYSTEM

VACP SYSTEM

Front Position
(To stiffen a weak arrow)

Back Position
(To weaken a stiff arrow)

Normal Position

プランジャーとレストの位置を移動させることで、矢のクリアラン
スを安定させることを目的とした、新機構(Variable Arrow Cushion 
Point 機構)が搭載された、TOP of TOPのための逸品がついに登場。

新たなアイデアであるTX Balance System(ハンドル下部に比重の異
なるタングステンを内蔵)によって、重心を最適化。

スーパーグラフェンカーボンを採用し、パワーゾーンの位置と角度
を研究し、柔らかなシューティング感覚とスピード感のあるシュー
ティングの両立を実現。

AR技術を駆使した高度なCNC加工によって丁寧に仕上げられた、最
高級のリムが堂々完成

SUPER GRAPHENE 
TECHNOLOGY

SKADI LIMBS
BESTSKADI-TX BEST

SKADI Graphene Limb Strength

Normal FIVICS Limb Strength

Normal Limb Strength Times Fired

5 10 20

28” FULL DRAW DRY FIRE TEST

ARICO ARCHERY GROUP
FFIIVVIICCSS  輸輸入入総総代代理理店店

〒〒119922--00335511
東東京京都都八八王王子子市市東東中中野野552299番番22FF  
EE--mmaaiill  ::  ccoonnttaacctt@@aarriiccoo..ggrroouupp  
TTeell  ::  00442266--8899--44334422

直直接接ののごご購購入入、、
各各販販売売店店様様経経由由ででののごご購購入入等等、、
皆皆様様ののごご要要望望ににおお応応ええいいたたししまますす。。
おお気気軽軽ににおお問問いい合合わわせせくくだだささいい。。
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信州中野アーチェリーセンター

academy
coaching visit service

���� 年 �月にオープンした信州中野アーチェリーセンタ
ーは、最新の施設を備えたアーチェリー場に近い合宿所、
暖房完備のテント、そしてトレーニング後に疲れを癒せる
温泉施設を提供し、最適なトレーニング環境と快適な休息
を同時に体験できる機会を提供します。

ぜひお気軽にお問い合わせいただき、特別なアーチェリー
体験を始めてみませんか？

ARICOでは、東京、愛知、長野でアカデミープ
ログラムを実施しており、様々な国や組織で実
践経験を積んだコーチが、実技指導を通じて参
加者のスキル向上をサポートしています。アカ
デミーでは、各地域に合わせた指導が行われ、
目標達成に向けたトレーニングが提供されます。

また、ARICOはコーチングビジットサービスも
提供しており、全国どこでも対応可能です。
学校様や団体様の方針や実態に合った改善策を
策定することで、目標達成をサポートします。

Online shop
rental limbs

For More 
Information www.arico.group

幅広いブランドの製品を取り揃えたオンライ
ンショップをご利用いただけます。さらに、
今後コンパウンドも販売予定しておりますの
で、ぜひご期待ください。

お取り寄せ希望の商品がある場合は、お問い
合わせフォームよりご連絡ください。担当者
が �営業日以内に納期をご案内し、オンライ
ンページを作成いたしますので、そちらから
ご購入いただけます。

また、全国どこでも利用可能なレンタルリム
システムもご用意。各サイズ ��～ �� ポンド
まで取り揃えております。

さらに、さまざまなイベントも随時開催して
おりますので、お見逃しなく！

アリコグループは、アーチェリーを通じて
人々の可能性を引き出し、コーチ、選手、
地域社会が協力して成長できる総合的な
アーチェリー環境を提供します。



Wood core, MK Carbon, Matt Finish

Unidirectional high modulus carbon

Short(66”) / Medium(68”) / Long(70”)

available in 32 to 48 lbs. in 2 lb.
increments

MK ARCHERYM.K KOREA
mkarchery_japan lim@mk-korea.comwww.mk-korea.commkveracity

弊社へのトップ選手たちの信頼と勝

利は、設立からこれまでの継続的な

新記録樹立で証明されています。

実際に10年以上選手として過ごして

きた社員たちの真心とノウハウは、い

つも現役選手に最適な製品として進

化し続け、今はMK Archeryだけの底

力で、哲学になりました。 

絶え間ないMKの研究と革新は、職人

の揺るぎない精神になり、常に選手

たちの競技力を向上させます。

X CORE ILF LIMBS
X CORE   F LIMBS+

Foam core, MK Carbon, Matt Finish

Unidirectional high modulus carbon

Short(66”) / Medium(68”) / Long(70”)

available in 32 to 48 lbs. in 2 lb.
increments

XENON ILF LIMBS
XENON   F LIMBS+

MKXG Riser
ILF Riser / Length_25 / 1,260g

Type_RH / LH / Material_7075 AL 

※ Using the slip-resistant grip

※ Matte Color

RED BLUE GREEN GOLD VIOLET

SILVER BLACK



 

 

祝 第 46 回全日本社会人フィールドアーチェリー選手権大会 

本大会に出場される選手の皆様、頑張ってください！！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□ライフネット標的畳の特徴 

★継ぎ目がない 

★強固な造りで

★              

 

 

 
 

 

≪製品仕様≫ 

寸法／Ｗ1350×Ｈ1350×Ｔ55ｍｍ 

価格／ＳＤタイプ 12,100 円（税込） 

ＤＸタイプ 14,300 円（税込） 

※梱包・運搬費は別途料金となります。 

※表面の的紙は含まれておりません。 

   
    ラライイフフネネッットトググルルーーププ（本部：岡山県倉敷市茶屋町 1319） 

ＴＥＬ：0120-320-300 

Ｅ－ｍａｉｌ：info@lifenet-namba.co.jp 

ＵＲＬ：http://www.lifenet-namba.co.jp 

詳しくは最寄りの店舗か上記までご気軽にお問合せ下さい。 

Target  tatami  of  LIFENET 

当社の標的畳は 
全日本アーチェリー連盟 

公認です。 

≪ＳＤ（ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ）とＤＸ（ﾃﾞﾗｯｸｽ）の違い≫ 

 ＳＤ：畳の側面部分（断面）が見える状態 

 ＤＸ：畳の側面部分（断面）に加工を施し 

    中身が出てこないようになっています。 







株式会社ハスコ・エンタープライズ
〒 543-0033 大阪市天王寺区堂ヶ芝 2 ｰ 5 ｰ 4　TEL. 06 ー 4305 ｰ 1666

www.hasco-archery.com





三田農林株式会社
（クロステラス盛岡）
〒020-0022　盛岡市大通3丁目4-1

TEL.019-626-5911

東北エンゼル
〒980-0021　仙台市青葉区中央4-3-25  前原ビル3F

TEL.022-227-8041

いこいの村岩手温泉ホテル

〒028-7113
岩手県八幡平市平笠24-1-4
TEL.0195-76-2161





スポ―ツの感動で笑顔を届けたい
いつの時代もスポーツの感動は私たちを笑顔にしてくれます。
安藤証券は社会貢献活動として様々なスポーツを支援しています。

2015年から女子プロテニストーナメント「安藤証券オープン」を ITF（国際テニス連盟）のトップグレード大会として開催（特
別協賛）。日本の女子選手にとって、国内で出場しやすく、グランドスラム出場のためのポイントを獲得できる大会の開催が「選
手の育成」に繋がっています。

■ テニス

● 女子プロテニストーナメント「安藤証券オープン」の開催

選手の育成を第一に考え、テニス界に長期的な支援を行っています。「選手の支援」はもちろん「コーチ」とも契約、選手と対
等の関係で育成にあたっています。

■ 女子サッカー
なでしこリーグ1部の「朝日インテック・
ラブリッジ名古屋」に所属する選手を社
員として雇用、支援しています。

■ 女子レスリング
至学館大学レスリング部への強化支援
と「奨学金支援（毎年約3名）」を継続。
奨学生の中からは、土性沙羅選手や向
田真優選手、川井梨紗子選手などオリ
ンピックや世界選手権の金メダリスト
も生まれています。

森田 あゆみ 奈良 くるみ守屋 宏紀内島 萌夏 本玉 真唯 西村 佳世
● 選手の支援

■ アーチェリー
並外れた集中力と、常に変化する風や天候
を瞬時に予測するインテリジェンスが必要
とされる競技、アーチェリー。
世界で活躍する選手を応援するため、2016
年より全日本アーチェリー連盟にオフィ
シャルパートナーとして支援しています。

https://www.ando-sec.co.jp/

安藤証券
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